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りんぽかん保育園の皆さん

18歳選挙権が始まります
がん検診を受けましょう

先人の足跡 －神戸タマ－特
集
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日
本
で
保
育
が
広
ま
っ
た
の
は
戦
後
の
高

度
経
済
成
長
に
よ
り
、
家
族
や
近
隣
で
行
っ

て
い
た
伝
統
的
な
子
育
て
の
力
が
弱
ま
っ
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
幼

稚
園
や
保
育
所
が
誕
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
け
る
最
初
の
幼
稚
園
は
、
明
治

８
（
１
８
７
５
）
年
、
京
都
の
柳
池
小
学
校

に
お
い
て
校
舎
の
一
隅
を
充
当
し
開
設
し
た

『
幼
穉
遊
嬉
場
』
が
始
ま
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
最
初
の
保
育
所
は
、
明
治

23
（
１
８
９
０
）
年
に
赤あ
か

沢ざ
わ

鐘あ
つ

美と
み

が
設
立
し

た
新
潟
静
修
学
校
の
付
設
保
育
部
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

串
間
市
に
最
初
の
保
育
所
が
で
き
た
の
は

昭
和
３
年
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
、
串
間

市
の
経
済
、
教
育
、
政
治
、
文
化
な
ど
を
け

ん
引
し
た
神
戸
家
の
一
族
で
あ
る
神
戸
タ
マ

さ
ん
に
よ
り
福
島
地
区
・
今
町
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
保
育
所
は
、
県
内
初
の
認
可
保
育
所

と
し
て
開
設
さ
れ
、
現
在
も
「
り
ん
ぽ
か
ん

保
育
園
」
と
し
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

託
児
所
開
設
の
経
緯

　

大
正
か
ら
昭
和
に
変
わ
る
こ
ろ
、
社
会
経

済
的
に
と
て
も
厳
し
く
、
特
に
農
漁
村
の
経

済
状
況
は
切
迫
し
、
失
業
と
生
活
苦
に
あ
え

ぐ
者
が
日
に
日
に
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

串
間
市
も
例
外
で
は
な
く
、
生
活
困
窮
の
た

め
、
犯
罪
を
お
か
す
者
が
次
々
に
現
れ
る
状

況
で
し
た
。
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
各
家
庭

も
子
ど
も
へ
愛
情
を
注
ぐ
余
裕
も
な
く
、
路

傍
海
浜
に
て
放
置
す
る
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
の
あ
る
日
、
今

町
の
浜
辺
で
子
ど
も
５
人
が
溺
死
す
る
と
い

う
事
件
が
起
き
、
こ
の
悲
惨
な
事
件
を
き
っ

か
け
に
、
タ
マ
さ
ん
は
親
が
働
い
て
い
る
間
、

親
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
保
育
し
、
ま

た
、
母
親
が
働
き
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め

保
育
施
設
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
翌
年
の
昭
和
３
年
に
私
財
を
投
じ
、

今
町
婦
人
会
や
常
照
寺
住
職
、
有
志
の
協
力

を
得
て
宮
崎
県
で
初
め
て
の
常
設
託
児
所
を

開
設
し
ま
し
た
。

神
戸
タ
マ
の
歩
み

　

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
に
広
島
県
で
生 

ま
れ
、
女
学
校
を
卒
業
後
、
明
治
43
（
１ 

９ 

１ 

０
）
年
に
当
時
、
海
運
や
水
産
、
製
材
業

な
ど
で
財
を
な
し
た
神
戸
家
に
嫁
ぎ
、
串
間

市
で
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
２
年
に
起
き
た
子
ど
も
の

溺
死
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
昭
和
３
年
に
託

児
所
を
開
設
し
、
所
長
に
就
任
。
そ
の
後
は
、

園
長
と
し
て
児
童
教
育
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、

県
保
育
会
会
長
や
県
児
童
福
祉
審
議
会
委
員

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
が
認

め
ら
れ
、
昭
和
28
年
に
は
藍
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
タ
マ
さ
ん
は
本
市
の
児
童

福
祉
の
礎
と
も
言
う
べ
き
重
要
な
役
割
を
果

た
し
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
の
で
す
。

現
在
に
受
け
継
が
れ
る
タ
マ
の
意
志

　

り
ん
ぽ
か
ん
保
育
園
で
は
、
今
も
色
あ
せ

な
い
タ
マ
さ
ん
の
教
育
理
念
の
も
と
、
約
30

人
の
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
保
育
園
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

保育園では子どもたちが楽しそう
に遊んでいます。

藍綬褒章 受章時の様子

創立 30 周年記念碑
記念碑には設立の経緯やタマさんの功績が当時の市長、
谷口静紀氏により記されている。

タマさんの甥
福島地区・西今町

神
かん

戸
べ

　仁
ひとし

さん

りんぽかん保育園 園長

宮
みや

本
もと

 和
わ

喜
き

子
こ

さん

先人の足跡
－神

かん

戸
べ

タマ－

私
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る

背
景
に
は
、
多
く
の
先
人
た
ち
の

苦
労
や
努
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
先
人
が

こ
こ
串
間
に
い
た
と
い
う
事
実
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
の

誇
り
と
い
え
ま
す
。

い
ま
を
生
き
る

私
た
ち
は
、
先
人
が

残
し
て
く
れ
た
も
の
を
大
切
に
し
、

後
世
に
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
―
。

　一番印象に残っているのは、豪快
で太っ腹だったこと。まさに女傑
ですね。終戦後の何もないときにも
たくさんごちそうしてもらった記憶
があります。私財を投げうっていろ
んなことに積極的に投資をしていま
した。甥ということでかわいがって
もらいましたが、保育園の中ではひ
いきはなく平等に扱われるなど、人
間的にも立派な人だったと思います。
串間の保育のために尽力した伯母を
誇りに思います。

　タマ先生の頃から現在も、園児た
ちを育てるにあたり、『あたためて待
つ保育』という姿勢を大切にしてい
ます。たっぷり愛情を注いで、あと
は園児たちの自発性に任せるという
意味です。子どもだけではなかなか
伝わらない事も多いので、保護者と
の連携も大事にしています。保護者
が安心して預けていただけるような
保育園を目指し、宮崎県最初の保育
園をこれからも残していきたいです。

「まさに大奥様」

「あたためて待つ保育を大事に」Interview

串間市の児童福祉の礎を築いた神戸タマさん。
本号では、県内初の認可保育所開設に

大きく寄与したタマさんに
スポットをあてご紹介します。
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　将来を担う若者の声をこれまで以上に政治に取り入れるため、新たに 18歳、19歳が有権者に加わります。18歳に選
挙権はまだ早いという声も聞かれますが、世界191の国・地域のうち、９割近くが選挙権年齢を「18歳以上」と定めて
います。若い人たちの思い・考え・声を社会や政治が必要としているからこそ、選挙権年齢が引き下げられたのです。
　若い人の投票率低下はずっと言われ続けており、この状況が続くと、皆さんの声は政治に届きにくくなってしまいま
す。そうなると、若者に向けた政策が実現しにくくなったり、実現するのに時間を要する可能性があります。
　選挙権という「権利」を行使し、皆さんの気持ちを社会や政治に届けましょう！

18歳選挙権が始まります

長
なが

友
とも

  公
こう

樹
き

さん（３年生）

ネット投票の導入に期待
　18歳が有権者になるのは個人的に
は早すぎる気がします。ある程度社会
を経験し、25歳くらいからでもいいの
ではと考えています。ただ、18歳選挙
権が始まることで、選挙に対する関心
は高まっています。今はネットが主流
なので、ネット投票ができると若者の
投票率も上がるのではないでしょうか。

山
やま

内
うち

 歩
ほ

乃
の

佳
か

さん（３年生）

情報収集が必要
　選挙はまだ先のことだと思っていま
したが、18 歳が有権者になることで、
ニュースを見たり、新聞を読んで日本
の政治を知る必要があると感じていま
す。18 歳選挙権は賛成で、若者もど
んどん政治に参加すべきだと思います。
選挙権を持ったら、しっかりと情報を
集めて、投票に行きたいと思います。

鬼
おに

塚
つか

  荘
そう

輝
き

さん（３年生）

高校生の政治参加は大事
　選挙は今まで関わりがないと思って
いたけど、18 歳に選挙権が引き下げら
れ、身近なものになっていると感じて
います。これからの日本を支えていく
うえで、高校生の政治参加は大事なこ
とだと思います。政治を学ぶためにも、
授業でも政治のことについて学ぶ機会
が増えるといいですね。 問い合わせ先＝串間市選挙管理委員会☎ 7 2 - 1111（内線２７１）

考えよう！ 18歳の投票  福島高生に聞きました
　串間市に住む高校生が、政治や選挙についてどう感じているのか、福島高校生に選挙に関するアンケート（回答者
数：223人）を実施しました。
　また、18 歳選挙権を控え、高校生がどのように考え、感じているのかを答えていただきました。

公職選挙法の一部が改正されて、
70年ぶりに選挙権年齢が20歳以上から

18歳以上に引き下げられます。

政治（選挙）に興味はありますか？

興味がある
101人興味がない

122人

興味がある
・�私たちの意見で今後の日本が
変わってくるから
・�選挙権が 18 歳以上になり、よ
り身近になったから
・�自分やまだ生まれていない子ど
もたちに影響があるから

興味がない
・�政治がどんなものか分からない
・�自分たちの意見はあまり意味が
ないから
・�誰に決まってもあまり違いはな
いと思うから

Ｑ１
選挙権が与えられたら、投票に行きますか？

投票に行く
155人

投票に
行かない
68人

投票に行く
・�自分が投票した１票で結果が
変わるかもしれない
・�自分たちの未来にも関わるし、
自分たちの住む場所を守って
いきたい
・�他人任せにしたくない

投票に行かない
・�興味がないから
・�しっかりとした知識がないの
で決められないから
・�誰に投票しても同じだと思う
から

Ｑ２

福島高生から寄せられた質問に選挙管理委員会がお答えしますQuestion

�得票数が全く同じ場合 
どうするのですか？

くじ引きで当選人を決めるこ
とになります（公職選挙法第�
95 条第２項）。全国では、実際
にくじ引きで当選者を決めた
こともあります。

どういう人に投票すれば 
いいですか？

今思うこと、感じていること
に最も近い候補者（政党）を
選んでください。他の人に推
薦されたからと投票したので

は、若者の声を政治に届けた
ことにはなりません。投票す
る候補者（政党）を決める基準
は自分の中にしかありません。

選挙は何のためにあるの 
ですか？

　選挙は私たち国民が政治に
参加し、主権者としてその意思
を政治に反映させることので
きる最も重要かつ基本的な機
会です。選挙を通して自分た
ちの代表者を選び、その代表
者によって政治が行われます。

なぜ投票しなければならな
いのですか？

自分たちの代表を、自分たち
で選ぶために投票をする必要
があります。若者の投票率が
低ければ、若者の声は政治に
届きにくくなってしまいます。

選挙について、授業で学ぶ 
ことはありますか？

選挙権年齢が満 18 歳以上に引
き下げられ、若者の政治や選
挙への関心を高める必要性が
あることから、今後学ぶ機会
は増えると考えています。

投票開始 30 分前に来てもい
いですか？

投票所に来ることは可能です。
しかし、投票管理者の投票開
始宣言があるまでは投票所へ
入ることはできません。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ
Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

私
が
お
答
え
し
ま
す
！

串間市
選挙管理委員会

黒
くろ

木
き

 智
とも

章
あき

さん

新有権者に期待
　18 歳選挙権の開始に向けて、選挙管
理委員会としては、主権者教育を実施し、
投票に行ってもらうように働きかけを行
っています。
　福島高校では、模擬投票を実施するな
ど、県内でもいち早く主権者教育に取り
組んでおり、選挙に対する意識の高さを
感じます。教育を受けた新有権者が投票
に行ってくれることを期待しています。
　有権者になった最初の投票にはぜひ行
ってもらい、しっかり自分の権利を行使
してほしいです。最初の一歩が大事です。
自分の親を誘って投票へ行くくらいにな
ると頼もしいですね。

投票で意思表示を
　選挙における若者の投票率低下が問題
視されることについては、自分の一票が
なくても大して影響しないと思っている
人が多いのではないでしょうか。これは
若者だけでなく、どの世代にもいえるこ
とです。投票に行かない要因はさまざま
だと思いますが、自分が主権者であるこ
とを認識し、一票一票は小さな意思表示
かもしれませんが、有効に権利を行使し
ていただきたいと思います。
　私たち選挙管理委員会としても、選挙
に取り組む姿勢や市民の皆さんが投票に
行きやすくなる雰囲気を作ることが大事
だと思っています。

串間市選挙管理委員会 委員長

中
なか

澤
ざわ

  征
せい

史
し

さん
“自分の権利行使して ”
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こんな封筒
届いていま
せんか？

　

６
月
１
日
よ
り
が
ん
検
診
の
予

約
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

検
診
の
予
約
は
お
済
み
で
す
か
？

　

串
間
市
で
実
施
し
て
い
る
検
診

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
胃
が
ん
検
診（
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

○
大
腸
が
ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）

○�

肺
が
ん
検
診（
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
査
）

○�

子
宮
頸
が
ん
検
診（
細
胞
診
検
査
）

○�

乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
）

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
各

地
区
を
巡
回
す
る
バ
ス
検
診
で
す
。

予
約
し
た
時
間
に
来
て
い
た
だ
け

れ
ば
待
ち
時
間
な
し
で
受
診
が
で

き
る
、
忙
し
い
皆
さ
ん
に
ぴ
っ
た

り
の
検
診
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は

今
年
度
医
療
機
関
の
み
の
実
施
で

す
。
対
象
と
な
ら
な
い
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
世
帯
主
様
宛

に
お
送
り
し
て
い
る
『
健
（
検
）

診
ガ
イ
ド
』
お
よ
び
『
受
診
券
』

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
21
歳
、
41

歳
の
方
に
は
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
も
同
封
し
て
い
ま
す
。

　

胃
が
ん
検
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
始
し
て
10
年
。
平
成
27
年
度
の

受
診
率
は
約
16
％
で
し
た
。
平
成

18
年
度
と
比
べ
、
約
２
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
、
胃
が
ん
が

原
因
で
亡
く
な
る
方
も
確
実
に
減

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
胃
が
ん

を
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
き
た

結
果
だ
と
言
え
ま
す
。

こ
ん
な
変
化
も
・・・
。

　

こ
の
10
年
で
こ
ん
な
変
化
も
起

き
て
い
ま
す
。
胃
が
ん
治
療
に
か

か
る
医
療
費
が
減
少
し
て
き
て
い

る
の
で
す
。
が
ん
は
、
進
行
し
て
い

れ
ば
し
て
い
る
ほ
ど
、
手
術
や
抗

が
ん
剤
治
療
な
ど
で
医
療
費
が
か

か
り
ま
す
。
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、

大
掛
か
り
な
手
術
を
行
わ
な
い
た

め
、
身
体
へ
の
負
担
も
、
お
財
布

へ
の
負
担
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。

が
ん
は
治
る
病
気
で
す

　
「
病
気
が
見
つ
か
る
の
が
怖
い
」

と
言
う
お
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

確
か
に
、
自
分
の
病
気
が
見
つ
か

る
こ
と
は
怖
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
代
で
は
『
が
ん
は
治

る
病
気
』
で
す
。
し
か
も
、
早
期

発
見
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
完
治

す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
少

し
の
勇
気
が
今
後
の
ご
自
分
の
生

活
を
左
右
す
る
の
で
す
。

じ
ゃ
が
じ
ゃ
が
健
康
通
信

　
『
が
ん
さ
る
造
』
が
誕
生
し
今

年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
串

間
市
は
、
胃
が
ん
に
よ
っ
て
命
を

落
と
す
方
が
国
や
県
と
比
べ
約
３

倍
で
あ
る
と
同
時
に
、
胃
が
ん
検

診
受
診
率
は
大
変
低
い
も
の
で
し

た
。
そ
こ
で
、
誕
生
し
た
の
が
こ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。『
が
ん
さ
る

造
』
と
い
う
名
前
で
す
が
『
が
ん

が
去
る
』
と
い
う
意
味
に
な
ぞ
ら

え
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
で

は
、
さ
る
造
一
家
の
日
常
の
一
コ

マ
を
じ
ゃ
が
じ
ゃ
が
健
康
通
信
で

お
伝
え
し
、
が
ん
検
診
だ
け
で
な

く
、
健
康
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
健
康

に
役
立
つ
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

地区

日
程
＆
会
場

受
付
時
間

胃
が
ん

大
腸
が
ん

特
定
健
診

（
国
保
の
方
）

肺
が
ん

福　　島
６
月
17
日（
金
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

６
月
26
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半
９
時
～
11
時
半

７
月
１
日（
金
）
今
町
公
民
館

８
時
～
９
時

金
谷
公
民
館

10
時
～
11
時
半

７
月
５
日（
火
）
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

７
月
10
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

７
月
13
日（
水
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

７
月
24
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
時
～
11
時
半

13
時
～
15
時
半

７
月
27
日（
水
）
笠
祇
公
民
館

８
時
～
８
時
半

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
９
時
45
分
～
11
時
半

７
月
31
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半
９
時
～
11
時
半

８
月
25
日（
木
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

９
月
１
日（
木
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
時
～
11
時
半

13
時
～
15
時
半

９
月
４
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

９
月
８
日（
木
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

10
月
２
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
時
～
11
時
半

13
時
～
15
時
半

10
月
23
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半
９
時
～
11
時
半

12
月
11
日（
日
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半
９
時
～
11
時
半

北方
７
月
29
日（
金
）
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
８
時
～
11
時
半

８
月
23
日（
火
）
ゆ
う
ゆ
う
の
森

８
時
～
11
時
半

大　束
６
月
21
日（
火
）
大
束
公
民
館

８
時
～
11
時
半

７
月
15
日（
金
）
旧
J
A
大
束
大
平
支
所
８
時
～
11
時
半

８
月
18
日（
木
）
大
重
野
集
落
セ
ン
タ
ー
８
時
～
８
時
半

大
束
小
学
校
体
育
館
前
９
時
45
分
～
11
時
半

８
月
21
日（
日
）
大
束
公
民
館

８
時
～
11
時
半

本城
６
月
30
日（
木
）
本
城
公
民
館

８
時
～
11
時
半

８
月
２
日（
火
）
湯
っ
た
り
館
前

８
時
～
11
時
半

都井
６
月
28
日（
火
）
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

８
時
～
11
時
半

８
月
４
日（
木
）
宮
ノ
浦
漁
協

８
時
～
９
時

大
納
研
修
セ
ン
タ
ー

10
時
～
11
時
半

市木
６
月
23
日（
木
）
石
波
公
民
館

８
時
～
９
時

藤
公
民
館

10
時
～
11
時
半

８
月
９
日（
火
）
市
木
公
民
館

８
時
～
11
時
半

医
療
介
護
課
健
康
増
進
係

 ☎
72－

０
３
３
３

月
曜
～
金
曜
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す

⇒
zoushin@

city.kushim
a.lg.jp

がん検診が
始まっています

がん治療の鍵は早期発見！
その大きな力になっているのが「がん検診」です。

定期的ながん検診を受けましょう。
もうあなたは予約しましたか？

10
年
の
変
化
。 

確
実
に
減
っ
て
い
ま
す
! !

が
ん
検
診
予
約 

６
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

7.47

16.14

H18

胃がん検診受診率

H27
0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
（％）

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

18

12

胃がん死亡者数

H18 H25

（人）
胃がんにかかる１人当たりの医療費

（５月診療分）

H18 H27

（円）

0

100

200

300

400

500

600

700

800

739

436

５年生存率
（がん治療を開始してから５年間生存している人の割合）
（％）

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮頸がん
0

20

40

60

80

100

97.6 98 80.3 98.8 92.2

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

胃がん検診キャンペーン公式キャラクター「がんさる造」生誕10周年記念

忙しいあなたに！
胃がん・大腸がん・特定健診が

１日でできる

６月26日・７月31日
10月23日・12月11日

「まとめてできる日曜健診」

定期的に
検診を受けて

自分の体を知ることが
重要やっちゃな！

❶
❷

❸
❹

12.8

8.52 7.47

10.1
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15.27
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国 県 串間市

胃がん検診受診率
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H18
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市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics

14

25

36
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５
月
１
日
、『
第
23
回
笠
祇
焼
肉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
笠
祇
岳
山
頂
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
笠
祇
小
学
校
が
休
校
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
今
年
は

同
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
家
族
連
れ
ら
約

2
0
0
人
が
参
加
し
、
事
前
に

購
入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
と
宮
崎
牛

を
交
換
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
他
に
も

子
ど
も
が
対
象
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
や
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら

笑
い
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
29
日
、
自
然
と
の
共
生
や
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地

で
あ
る
海
岸
を
守
ろ
う
と
、
千
野
の
浜
そ
う
じ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
元
の
方
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
２
０
０
人
が
参
加
。

宮
崎
県
環
境
保
全
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
河か
わ
野の

幸さ
ち

子こ

さ
ん
に
よ
る

『
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
と
温
暖
化
』
に

つ
い
て
の
ミ
ニ
講
座
の
後
、
木

材
や
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
を
開
始

し
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た

清
掃
会
場
は
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
見
違
え
る
ほ

ど
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
14
日
、
都
井
岬
で
県
総
合
博
物
館
が
主
催
す
る
講
座

「
岬
馬
を
観
察
し
よ
う
」
が
開
催
さ
れ
、
約
30
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
は
、
串
間
市
文
化
財
専
門
員
の
秋あ
き

田た

優ま
さ
るさ

ん

が
務
め
、
実
際
に
岬
馬
を
観
察

し
な
が
ら
、
行
動
パ
タ
ー
ン
な

ど
馬
の
生
態
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

当
日
産
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
春

駒
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
偶
然

も
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
写
真

を
撮
っ
た
り
、
メ
モ
を
取
っ
た

り
し
て
興
味
深
そ
う
に
岬
馬
の

親
子
を
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
月
21
日
、
市
民
総
合
体
育
館
で
串
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
結
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野
球
、
空
手
な
ど
12
団
体
、
約
１
７
０
人

で
構
成
。
岩い
わ
下し

た
猛た

け
し

本
部
長
が
選

手
た
ち
を
激
励
し
た
後
、
団
体

ご
と
に
活
動
内
容
を
紹
介
し
た

り
、
意
気
込
み
な
ど
を
語
り
ま

し
た
。
最
後
に
、全
選
手
で「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
自
分
の
力
を

伸
ば
す
努
力
を
し
ま
す
」
な
ど

と
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員

綱
領
を
読
み
上
げ
、
一
年
間
の

全
力
プ
レ
ー
を
誓
い
ま
し
た
。

　
５
月
21
日
、
魚
に
関
す
る
「
触
」「
職
」「
食
」
の
３
つ
の

「
し
ょ
く
」
を
体
験
学
習
す
る
『
ぎ
ょ
し
ょ
く
ツ
ア
ー
』
が

あ
り
、
福
島
小
学
校
と
秋
山
小
学
校
の
親
子
約
90
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
福
島

港
で
た
く
さ
ん
の
魚
に
「
触
」

れ
、
競
り
の
見
学
や
か
ま
ぼ
こ
、

ち
り
め
ん
の
加
工
場
を
見
学
し
、

「
職
」
業
の
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
最
後
は
漁
協
で
仕
入
れ
た

魚
を
実
際
に
さ
ば
い
て
海
鮮
丼

を
作
り
、
取
れ
た
て
の
魚
を

「
食
」し
、
魚
に
関
す
る
全
て
の

こ
と
を
体
系
的
に
学
び
ま
し
た
。

　
４
月
26
日
、
本
城
中
学
校
の
１
年
生
７
人
が
く
し
ま
学
の

一
環
と
し
て
茶
道
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
木き

島じ
ま
幸さ

ち

子こ

さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
表
千
家
の
方
々
。
茶
道
の
精
神
を

解
説
し
、
動
作
一
つ
一
つ
手
ほ

ど
き
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
慣
れ
な
い
作
法
に
戸
惑

い
な
が
ら
も
お
辞
儀
の
仕
方
や
、

作
法
な
ど
を
学
び
、
伝
統
文
化

と
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
に
触
れ
ま

し
た
。
体
験
の
最
後
は
、
和
菓

子
と
抹
茶
を
い
た
だ
き
、
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
抹
茶
の

味
わ
い
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

表彰された方々（出席者）

　４月27日、総合保健福祉
センターにて長年にわたっ
て、市内の社会福祉の向上
にご尽力された方々を表彰
する「串間市社会福祉功労
者等表彰式」が行われまし
た。式では、社会福祉事業
に対する活動や功績が、他
の模範と認められる14名の
方々に賞状が贈られました。

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

迫力満点の米沢上杉まつり

　５月２・３日、山形県米
沢市で開催された「米沢上
杉まつり」に、姉妹都市に
なる児湯郡高鍋町との交流
が縁で、交流都市として本
市も招待されました。米沢
に春の訪れを告げるこのま
つりは、春の風物詩であり、
米沢市の一大イベントとし
て市民に親しまれています。

串
間
の
き
れ
い
な
海
を
守
る

宮崎己人会と仕事の付き合いが
あり参加しました。串間に来る
のは初めてで、日向の海と比べ
てきれいだなと思いました。ゴ
ミも外国から流れてくる物が多
く、地元の方は気をつけている
んだと感じました。参加者がも 
っと増えたらいいなと思います。

串間いいトコ

都
井
岬
で
岬
馬
の
生
態
学
ぶ

兵庫県の淡路島から旅行で来ま
した。この季節に春駒を見るこ
とができるということで都井岬
を訪れ、この講座に参加させて
いただきました。間近で野生の
馬を見ることができ、初めて知
ることもたくさんありました。
春駒がかわいらしかったですね。

いい思い出に

兵庫県洲本市在住

余
よ

川
かわ

 敏
とし

雄
お

さん・深
み

雪
ゆき

さん

ス
ポ
少
結
団
式
で
活
躍
誓
う

今年も頑張る
チーム紹介はとても緊張したけ
ど、結団式でたくさんのチーム
が集まり、今年も頑張ろうとい
う気持ちになりました。本城少
女バレーボール部は週４回、楽
しく練習しています。県大会に
出場できるようにみんなで力を
合わせて頑張りたいと思います。

本城小学校６年

川
か わ

﨑
さ き

   瞳
ひとみ

さん

福島地区・笠祇

森
も り

 不
ふ

二
じ

広
ひ ろ

さん

魚
に
関
す
る
「
し
ょ
く
」
体
験 

魚を触ったり、仕事のことを教
えてもらったり、普段ではでき
ないことを体験できてとても楽
しかったです。いろいろと勉強
になりました。大盛り海鮮丼も
おいしかったです。中に入って
いたカンパチがうますぎました。
来年も絶対に参加したいです。 

勉強になった

福島小学校５年

三
み つ

井
い

 隆
りゅう

太
た

くん

都城市在住

井
い の う え

上 浩
こ う じ

司さん

本城中学校１年

森
も り

   秀
ひ で

吉
よ し

さん

休
校
の
笠
祇
小
で
焼
肉
堪
能

長く続けたい
笠祇小が休校になって寂しいで
すが、これからも小学校を大事
にしていくという意味では、こ
のフェスティバルが長く続いて
ほしいです。今日は、笠祇小を
眺めながらの焼肉とビールが最
高でした。先生たちともまた再
会できてうれしかったですね。

茶
道
で
伝
統
や
礼
儀
を
学
ぶ

お茶を飲むときの礼儀作法や箸
の取り方、置き方、茶道具の名
前など、いろいろ教えていただ
き勉強になりました。抹茶は初
めて飲みましたが、和菓子も抹
茶もおいしかったです。日本の
伝統文化を学ぶいい機会になり
ました。また飲んでみたいです。

初めて飲んだ

社会福祉功労者等
表彰式

米沢上杉まつり

交流都市
情報



　  子育て支援情報

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

Ｇ
Ｗ
は
長
期
休
暇
を
い
た
だ
き
、 

横
浜
の
実
家
で
ゆ
っ
く
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
串
間
に

帰
っ
て
き
て
か
ら
、
５
月
16
日
、

今
年
第
一
回
目
と
な
る
「
地
域
創

生
対
策
推
進
委
員
会
」
を
副
市
長

以
下
全
て
の
課
長
等
の
参
加
の
下
、

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、 

「
本
市
の
地
域
活
性
化
を
図
り
、

お
よ
び
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
の
施
策
を
全
庁
的
に
推

進
す
る
」
た
め
、
平
成
26
年
10
月

に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
開
催
し
た
目
的
は
、
大
き

く
二
点
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
と
地
方
創
生

応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
）
を
主
な
内
容
と
す
る
地
域
再

生
法
の
一
部
改
正
を
受
け
、
今
後
、

串
間
市
と
し
て
こ
れ
ら
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
、
そ
の
方
向
性
な
ど
に

つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
。

　
第
二
に
、
国
の
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た

新
規
事
業
な
ど
を
総
合
戦
略
等
に

追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
確
認

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
と

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
総
合
戦

略
に
基
づ
く
各
自
治
体
の
自
主

的
・
主
体
的
で
先
導
的
な
事
業
を

支
援
し
、
地
方
創
生
の
本
格
的
な

推
進
に
向
け
、
新
た
に
創
設
さ
れ

た
交
付
金
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
応
援
税
制

（
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
）
は
、

各
自
治
体
に
よ
る
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
民
間
資
金
の

新
た
な
流
れ
を
巻
き
起
こ
す
こ
と

を
目
的
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
講
ず
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
国
の
制
度
事
業
な
ど

も
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成28年第一回地域創生対策
推進委員会を開催しました

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

地方創生の取り組みを加速化します。

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」 

訪
問
事
業
！

　
母
子
保
健
推
進
員
の
活
動
の
ひ

と
つ
に「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」

訪
問
事
業
が
あ
り
ま
す
。
生
後
４

カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家

庭
を
訪
問
し
、
子
育
て
支
援
情
報

の
提
供
、
育
児
に
つ
い
て
の
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
訪
問
の
際
に
、「
出
産
お

め
で
と
う
」
の
お
祝
い
の
気
持
ち

を
込
め
て
お
子
様
の
足
形
を
取
り

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
す
が
、

直
接
顔
を
合
わ
せ
、
話
を
す
る
こ

と
で
自
然
と
距
離
が
近
く
な
り
、

電
話
口
で
は
で
き
な
い
い
ろ
い
ろ

な
相
談
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　
訪
問
の
際
は
事
前
に
ご
連
絡
を

入
れ
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い

日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
交
付
の

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
は
、
毎
月
第
２
・
４

水
曜
日
の
午
前
中
に
交
付
日
を
設

け
、
母
子
健
康
手
帳
の
活
用
法
や

妊
娠
中
の
生
活
や
栄
養
に
つ
い
て

保
健
師
・
栄
養
士
が
説
明
を
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
付
日
を

決
め
る
と
仕
事
の
都
合
な
ど
で
行

け
な
い
と
い
う
人
が
多
く
、
手
帳

の
交
付
が
遅
れ
る
こ
と
で
そ
の
時

期
に
必
要
な
健
診
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
随
時

窓
口
で
手
帳
の
発
行
を
行
う
よ
う

に
し
ま
し
た
。
交
付
時
の
説
明
は

こ
れ
ま
で
通
り
行
い
ま
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
電
話
で
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
健
診
の
結
果
な
ど
で
必

要
な
方
に
対
し
て
は
、
保
健
師
・

栄
養
士
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
事
前
の
予
約
は
左
記

の
連
絡
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
連
絡
先

　

�

串
間
市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支

援
係　
☎
72

－

０
３
３
３
（
内

線
５
０
５
）

私に、できること。
〜災害ボランティア〜

　
熊
本
地
震
に
て
被
害
に
あ

わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
カ
月
ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、

被
災
地
に
お
い
て
は
ま
だ
ま

だ
困
難
な
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
の
一
つ
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　
被
災
地
に
て
被
災
者
へ
の

生
活
支
援
や
復
興
支
援
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
も
の
で
、
個
人
か
ら
参

加
が
で
き
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
考
え
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
際
の
注
意

点
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
情
報
収
集
に
つ
い
て

　
被
災
地
の
各
市
町
村
に
設

置
さ
れ
て
い
る
「
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
な
ど

か
ら
最
新
の
情
報
を
入
手
し
、

綿
密
な
計
画
を
立
て
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
事
前
登
録
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
し
っ

か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
ニ
ー
ズ

　
被
災
地
の
状
況
に
よ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ニ
ー
ズ
が
異

な
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
自
分

に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
を
踏

ま
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
の
募
集
内
容
の
確

認
が
必
要
で
す
。

●
費
用
な
ど
に
つ
い
て

　
食
事
・
宿
泊
、
現
地
ま
で

の
交
通
費
な
ど
は
基
本
的
に

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
避

難
所
な
ど
で
の
食
事
・
宿
泊

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

で
準
備
が
必
要
で
す
。

●
安
全
確
保
に
つ
い
て

　
参
加
や
期
間
に
つ
い
て
事

前
に
家
族
な
ど
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
保
険
へ
の
加
入
が
義

務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
加
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
や
市
町
村
へ
の
安
易

な
問
い
合
わ
せ
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。
情
報
収
集
す
る
際

は
被
災
地
の
市
町
村
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
し
っ
か
り

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
ま
だ
見
え
ぬ
復
興
、

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

あなたの子育て応援隊です
地域の子育て相談役。母子保健推進員の皆さんを紹介します。

あなたの身近な相談員
母子保健推進員

　子育てをする中で、悩みや心配事はつきもの。そこで、市ではより身近
なところでの相談者として母子保健推進員に活動してもらっています。現
在10名の母子保健推進員が担当地区に分かれて活動しています。ご自分の
地区の担当者については、母子健康手帳を交付した際に写真入り名刺でご
紹介していますので、確認してみてください。

あなたの地区の母子保健推進員さんです

谷
たに

口
ぐち

 美
み

津
つ

江
え

さん

日
ひ

高
だか

 千
ち

穂
ほ

さん

川
かわ

﨑
さき

 千
ち

哉
や

子
こ

さん

森
もり

本
もと

 美
み

穂
ほ

子
こ

さん

中
なか

村
むら

 敏
とし

子
こ

さん

蓑
みの

輪
わ

 光
みつ

乃
の

さん

野
の

田
だ

 弦
つる

子
こ

さん

山
やま

口
ぐち

 すが子
こ

さん

仁
にっ

田
た

 アキノさん

吉
よし

田
だ

 恵
けい

子
こ

さん

奈留、仲別府、古大内、長野、
堂園、烏帽子野、西ノ園、
平原、上・下園田、風野、片野、
広野、大平、田ノ野、中原、
胡桃ヶ野、高則、揚原

桂原、穂佐ヶ原、上町、
桜ヶ丘、城山、霧島、天神、
上郡元、西郡元

本城全地区

松尾、西小路1区・２区、
泉町、本町１丁目・２丁目

都井全地区

寺里、上塩、鍛冶屋、
大島、西・東下弓田、
東・西・南・北金谷

鯛取、倉掛、秋山、小城久保、
徳間、東・西上池、下池、串間、
初田、田渕、谷ノ口、屋治、古
川、羽ヶ瀬、前田、越ヶ谷

下・上田口、東・中・西本西方、
鹿谷、古竹、笠祇、奴久見、
木代、有明１区・２区、西・東
塩町、七ツ橋、西・東・南今町、
高松、上小路、小路、仲町

市木全地区

清水、上・中・下新町、石木田、
徳山、小山、白坂、市ノ瀬１・
２・３・４区、井牟田、射馬地野、
一氏、三ヶ平、三幸ヶ野、真萱、
大重野、矢床、上大矢取、赤池

11  Kushima City Public Relations, 2016.6, Japan 広報 　　　　  10



子どもからお年寄りまで、仲間と一緒に
いろいろなことを学んだり、楽しんだり、
生涯学習にチャレンジしましょう。生涯学習だよりきらめき

て
　

楽
し

み
て　 学

び
続

け
て

サークル名 日　　時 内　容

市木体操クラブ 毎週木曜日
市木公民館

19時半～
20時半

無理せず、優しい
体操です

市木ミニテニス 毎週金曜日
市木公民館

20時～
22時

仲間と楽しく汗を
流してます

３B体操 第2・4木曜日
寿楽園

13時半～
15時

音楽と三つの道具
を使った健康体操

柔力球＋α
アルファー 第2・4水曜日

中央公民館
10時～
12時

ラケットとボール
を使った体操ほか

スイトピー社交ダンス 月3回土曜日
中央公民館

13時半～
15時半

初心者・高齢者歓迎！
基本のステップで楽しく

にこにこ会 第1・3月曜日
中央公民館

13時半～
15時 貯筋体操

いすを利用した筋
肉トレーニング体
操を中心に、美し
い姿勢と健康を目
指してます

スイートポテト 第1・3水曜日
大束公民館

13時半～
15時

いちご会 第2・4月曜日
本城公民館

13時半～
15時

フラ・クプラウレモン 第1・3火曜日
総合保健福祉センター

13時半～
15時半 フラダンス

年齢・体型関係な
く気軽に来てね。
笑顔で楽しみますフラ・クプラウマリエ 第1・3火曜日

総合保健福祉センター
19時～
21時

やさしいヨガ教室 毎週火曜日
中央公民館

19時半～
21時

美（身体）も心も
リフレッシュ

Yｏｇａ（ヨガ） グレース 第2・4月曜日
中央公民館

19時半～
20時半

アーサナ・呼吸・
瞑想・心と体をつ
なぎましょう

マージャン愛好会 毎週土曜日
市木公民館

13時半～
15時半

頭の体操！笑顔で
ウキウキ！

サークル名 日　　時 内　容

ＥＥＭクラブ 毎週土曜日
中央公民館

10時～
12時

幼児から中学生！
実践英会話

英検・英会話教室 毎週水・木・金曜日
本城公民館

19時半～
21時半

小・中・高クラス
別レッスン（50分）

エッセイクラブ
ＳＡＫＵＲＡ

第3水曜日
大束公民館

13時半～
15時半

自分の思いを書い
てみましょう

和晃えんぴつ教室 月3回木曜日
中央公民館

15時半～
17時半

幼・小学生募集！
文字は基礎が大切

串間短歌会 第4土曜日
中央公民館

13時～
16時

初心者大歓迎！お
待ちしてます

ハッピースマイル
（児童・生徒対象）

毎週土曜日
中央公民館

９時～
10時

筆で自分の名前を
美しく書きましょ
う

サークル名 日　　時 内　容

季節の料理 第2金曜日
中央公民館

10時～
12時

旬の野菜を使った
今晩のおかず

串間ジェンヌ 
石けんづくり

第2月曜日
中央公民館

17時～
19時

素肌美人！教室も
開催します

ミセス クラフト 第2・4水曜日
中央公民館

13時半～
15時半 クラフトテープで作

るカゴやインテリア、
いろいろなものに
挑戦してますチャーム クラフト 第2・4月曜日

中央公民館
13時半～
15時半

水彩画 第2火曜日
中央公民館

13時半～
15時半

串間の自然、草花
を描いてます

たまたま会 第4金曜日
大束公民館

13時半～
15時半 団子づくり

昔ながらの団子な
どが家庭で簡単
にできますなのはな会 第2金曜日

本城公民館
13時半～
15時半

デコアートクラフト 第1・3月曜日
中央公民館

13時～
16時

樹脂粘土と布で作
る花や人形・イン
テリア

陶芸教室 第1・3土曜日
中央公民館

10時～
12時

食卓に並ぶ食器や
干支！楽しいよ

パッチワーク 第2・4火曜日
中央公民館

10時半～
12時 基礎を学びながら、

配色の幅を広げた
り、生活小物も作
りますパッチワーク

ひおうぎの会
第4火曜日
中央公民館

13時半～
15時

ハンドメイド 第2・4土曜日
中央公民館

９時～
12時

日常を豊かにする
手作り小物

不思議な花倶楽部
押し花

第3火曜日
中央公民館

10時半～
15時半

思い出を押し花に
して残します

サークル名 日　　時 内　容
さわやか
パソコン同好会

毎週木・土曜日
中央公民館

10時～12時
14時～16時

頭と指先を使い、
センスも磨きます

串間　囲碁愛好会 毎週火・土曜日
中央公民館

13時～
17時

年齢・性別関係なく
ご参加待っています

表千家　茶道教室 第1水曜日
中央公民館

18時半～
20時半

おもてなし、お茶
とお菓子で異空間

エンジェル♡ハート 第１火曜日
中央公民館

９時半～
11時半

ハンドベルと歌で
楽しみましょう

ひろみ会　お琴 第1・3金曜日
大束公民館

14時～
16時

初歩の手習いクラ
ブです！

※�自主サークルは、会員の会費で運営（講師料・部屋代ほか）しています。
※�寿楽園、総合保健福祉センター開催のサークルは中央公民館へお問い合
わせください。

　公民館を活動拠点として、多くの市民の皆さんが、自主サークルで楽しく学習されています。
興味のある方は、各公民館にお問い合わせください。見学も大歓迎です。

平成28年度公民館自主サークル参加者募集

◆健康・スポーツ・レクリエーション

◆教養・音楽・その他

◆創作・体験・料理

問い合わせ先

中央公民館　☎72－１８４６

本城公民館　☎71－３０１１

大束公民館　☎71－２０１１

市木公民館　☎71－５０１１

13  Kushima City Public Relations, 2016.6, Japan 広報 　　　　  12

平成２８年度 いけいけ出前講座
■�市職員が講師となって市民の元へ出向き、各種講座を開きます

●�

申
込
方
法
＝
開
催
日
の
20
日

前
ま
で
に
申
込
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い

※�

申
込
書
は
生
涯
学
習
課
、
各

支
所
、
市
公
式
サ
イ
ト
か
ら

入
手
で
き
ま
す

●�

対
象
＝
原
則
と
し
て
市
内
に

在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す

る
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
の

団
体
な
ど

●�

開
催
時
間
＝
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間
以

内
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）

●�

場
所
＝
市
内
限
定
（
申
込
者

の
自
宅
な
ど
で
も
可
）

●
請
師
料
＝
無
料

※�

会
場
の
手
配
や
使
用
料
、
講

座
に
必
要
な
材
料
な
ど
は
主

催
者
負
担
と
な
り
ま
す

次
の
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

◎�

公
の
秩
序
を
乱
し
、
ま
た
は

善
良
な
風
習
を
阻
害
す
る
恐

れ
の
あ
る
も
の

◎�

政
治
・
宗
教
、
ま
た
は
営
利

を
目
的
と
し
た
催
し
な
ど
を

行
う
恐
れ
の
あ
る
も
の

◎�

そ
の
他
、
出
前
講
座
開
設
の

趣
旨
に
反
し
て
い
る
も
の

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
☎
72

－

１
１
１
１

番
号 講　　座　　名 内　　　　　　　　容 小

中 担当課
1 みんなで元気なまちづくり！ くしまの地域づくりあれこれ。事務・イベント運営のノウハウを教えます。 ○ 総合政策課
2 「男女共同参画社会」って何だろ？ 性別を超え自分らしく生きることとは何か？21世紀世界の動向と事例を解説します。○ 総合政策課

3 市民協働で新たな公共サービス！ 市民、企業、NPO、地域づくり団体と行政が協働して、新たな公共サービスを提
供します。 ○ 総合政策課

4 あの『広報くしま』はこうして生まれる 企画・取材・編集・校正などのノウハウを紹介します。併せて取材秘話も・・・ ○ 総務課

5 防災教室 地震、風水害、火災などから身を守る一般的な予備知識、身近な防災対策、地
域防災などについて説明します。 ○ 危機管理課・

消防本部
6 市民のための行財政改革 串間市の行財政改革の現状と今後の見通しを分かりやすくお話しします。 ○ 総合政策課
7 めざせ！地球人 市国際交流員とコミュニケーション、国際感覚を磨いて地球人になりましょう！ ○ 総務課
8 串間市役所を見学しよう！ 市役所の仕事について、勉強したい小学生に分かりやすくお話しします。 ○ 総務課
9 串間市の財政状況について 串間市の台所事情を分かりやすく説明します。 ○ 財務課
10 都市計画について 串間市の「幹線道路計画」と「建築規制・誘導」について説明します。 ○ 都市建設課
11 みんなの公園 公園あれこれ。利用者の優しい心遣いできれいな公園づくり。 ○ 都市建設課

12 はじめようエコツーリズム！ 郷土の自然や文化を生かして、持続可能な社会を目指し『地域の元気化』に取り
組むエコツーリズムについてお話しします。 ○ 商工観光スポーツ

ランド推進課
13 もっと知りたい  “下水道” 下水道の目的、環境との関わり、みんなで学ぼう！ ○ 上下水道課
14 「集落営農」で美しく豊かな田園都市へ 「担い手不足解消策」としての集落営農組織について、分かりやすく説明します。 ○ 農業振興課
15 ごみとリサイクル 串間市のゴミ処理状況などについて説明します。 ○ 市民生活課
16 「振り込め詐欺」から自分を守る 「振り込め詐欺」をはじめとする悪質商法、その手口を紹介し、対策を考えます。 危機管理課
17 聞いてなっとく！リサイクル！ 平成29年度から始まるプラスチック類リサイクルについて説明します。 ○ 市民生活課
18 市議会について 市議会のしくみ、役割などについて、分かりやすくお話しします。 ○ 議会事務局
19 図書館へ行こう！ 図書館の利用方法や「司書」の役割などについてお話しします。 ○ 市立図書館
20 考古学に親しむ 古代のロマンを求めて！まずは考古学の基礎知識を学びます。 ○ 生涯学習課
21 くしまの昔々 郷土の歴史・遺跡などについて、分かりやすく、面白く解説します。 ○ 生涯学習課
22 生涯学習でいきいきライフ 生涯学習って何？生涯学習のまちづくりとは？ ○ 生涯学習課
23「人権」について考えよう 人権問題について基礎から学習します。 ○ 生涯学習課
24 スポーツ出前講座 健康づくり運動、レクリエーション、ニュースポーツなどを紹介。簡単な実技指導も行います。 ○ 生涯学習課
25 これからの学校教育 国の教育の動向や市内の学校がどう変わっていくかを説明し、みんなで考えます。 ○ 学校政策課
26 ハッピー串間市民大学 メタボ解消から高血圧、糖尿病などご希望の内容での授業を行います。 医療介護課
27 ヘルシークッキング 食生活から健康を見直す機会として料理教室を開催します。(定員15名程度) 医療介護課
28 壮年期のいきいき健康教室 いきいきした健康生活を送るための生活習慣病予防についてお話しします。 医療介護課
29 健康づくり地域座談会 生活習慣病予防のための健康セミナーです。 医療介護課
30 「劇団ふたり」がおくるがん対策講座 がん検診の普及や予防について劇を取り入れた分かりやすい講座です。 医療介護課
31 なるほど！保険・医療制度 国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険制度について、分かりやすく説明します。 医療介護課
32 いきいきはつらつ介護予防 「運動機能向上」「栄養改善」「口腔機能向上」「認知症予防」など介護予防に関してお話しします。 医療介護課
33 高齢者安心生活講座 権利擁護、成年後見人制度などについてお話しします。 福祉事務所
34 なっとく！医療講座 医療に関するテーマに応じて専門職員がお話しします。 市民病院

35 高速道路の役割って何？ 高速道路のしくみや効果についてお話しします。 ○ 東九州道・中心
市街地対策課

36 まちなかの道の駅 まちなかの道の駅と旧吉松家住宅周辺のまちづくりについてお話しします。 ○ 東九州道・中心
市街地対策課

注）小・中学校児童・生徒の受講可能な講座は、○で表記しています。



健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

魅
力
あ
る

福
島
高
校
の

取
り
組
み

～自ら学び
表現力ある
福高生～

こ
ん
に
ち
は
！

福
島
高
校

で
す
！

　

串
間
市
民
病
院
整
形
外
科
の
吉よ

し

田だ

尚な
お

紀き

と
申

し
ま
す
。
整
形
外
科
で
診
察
し
て
お
り
ま
す
と
、

患
者
さ
ん
の
中
に
、
風
邪
を
ひ
い
た
わ
け
で
も

な
い
の
に
突
然
の
熱
発
、
関
節
痛
、
関
節
の
腫

れ
を
訴
え
る
患
者
さ
ん
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
、
偽
痛
風
を
念
頭
に
入
れ
て
診
察
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
痛
風
は
よ
く
聞
き
慣
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
偽
痛
風
は
あ
ま
り
聞

い
た
こ
と
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
今
回
、

偽
痛
風
と
痛
風
に
つ
い
て
ご
説
明
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

偽
痛
風
の
症
状

　

偽
痛
風
の
発
症
年
齢
は
60
代
か
ら
80
代
の
高

齢
者
に
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛
み
の
多

い
部
位
は
膝
関
節
が
最
も
多
く
、
次
い
で
手
、

足
、
肘
関
節
に
も
起
こ
り
ま
す
。
女
性
に
や
や

多
い
よ
う
で
す
が
男
性
も
少
な
く
な
い
と
の
意

見
も
あ
り
ま
す
。
偽
痛
風
の
発
作
は
数
日
か
ら

そ
れ
以
上
持
続
し
１
カ
所
ま
た
は
、
数
カ
所
の

関
節
炎
が
特
徴
的
で
す
。
痛
風
発
作
の
よ
う
に

突
然
出
現
し
ま
す
が
、
痛
み
の
度
合
い
と
し
て

は
痛
風
よ
り
軽
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
発
作
時
は

関
節
の
腫
脹
、
局
所
熱
感
、
痛
み
を
伴
い
ま
す
。

偽
痛
風
の
診
断

　

診
断
に
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
の
石
灰
化

陰
影
の
存
在
と
、
関
節
内
に
針
を
刺
し
関
節
液

を
穿せ
ん

刺し

し
て
そ
の
結
晶
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り

診
断
し
ま
す
。
そ
の
結
晶
は
ピ
ロ
リ
ン
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
結
晶
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
身
体

の
反
応
と
し
て
炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。

偽
痛
風
の
治
療

　

治
療
法
の
ほ
と
ん
ど
が
対
症
療
法
と
な
り
、

関
節
内
へ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
注
入
、
非
ス
テ
ロ

イ
ド
剤
系
抗
炎
症
剤
の
内
服
な
ど
が
主
な
治
療

法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
に
よ
り
急
性
的
な
発
作
を
止
め
て
関
節

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

発
作
の
な
い
時
は
通
常
の
変
形
性
関
節
症
の
よ

う
な
病
状
を
と
る
こ
と
が
あ
り
、
変
形
性
膝
関

節
症
に
移
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

痛
風
に
つ
い
て

　

こ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
で
、
痛
風
と

診
断
を
受
け
た
方
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
痛
風
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

日
本
で
は
圧
倒
的
に
男
性
に
多
く
（
約
90
％
）、

発
症
年
齢
は
40
代
に
多
い
で
す
が
、
最
近
で
は

若
年
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
事
の

欧
米
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

痛
風
の
原
因

　

血
液
中
の
尿
酸
が
高
い
状
態
に
あ
る
と
、
足

の
付
け
根
の
関
節
や
足
首
、
肘
、
膝
関
節
に
尿

酸
の
結
晶
が
関
節
組
織
に
沈
着
し
、
そ
の
結
晶

が
関
節
内
に
遊
離
す
る
と
そ
れ
に
反
応
し
て
、

炎
症
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
尿
酸
は

プ
リ
ン
体
と
い
う
物
質
の
最
終
産
物
で
、
主
に

肝
臓
で
生
産
さ
れ
、
腎
臓
で
排
出
さ
れ
ま
す
。

痛
風
の
症
状

　

痛
風
の
発
作
の
前
に
、
チ
ク
チ
ク
す
る
、
熱

感
、
圧
迫
感
な
ど
の
前
兆
を
自
覚
し
、
半
日
程

度
で
、
発
作
が
始
ま
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

発
作
時
は
激
烈
な
痛
み
で
、
腫
れ
、
発
赤
、
熱

感
を
伴
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
風
が
あ
た
る
だ
け

で
痛
い
と
い
う
こ
の
病
気
の
語
源
に
も
な
る
く

ら
い
で
す
。
放
置
す
る
と
発
作
を
繰
り
返
し
、

だ
ん
だ
ん
と
症
状
が
悪
化
し
、
発
作
の
間
隔
が

短
く
な
り
、
慢
性
の
関
節
炎
へ
と
移
行
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

痛
風
結
節
と
い
う
も
の
が
、
足
の
関
節
周
囲

や
、
耳
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
、
と
き
に
破
れ

て
皮ひ

膚ふ

潰か
い

瘍よ
う

を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
尿
酸
塩
が
沈
着
し
て
尿
路
結
石
、
腎
障
害
、

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
、
偽
痛
風
、
痛
風
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
関
節
変
形
や

破
壊
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
で
似
た

よ
う
な
症
状
が
出
現
し
ま
し
た
ら
整
形
外
科
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

偽
痛
風
・
痛
風
に
つ
い
て
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著：串間市民病院 整形外科
吉田 尚紀 Naoki Yoshida

新
任
式
・
始
業
式

　

４
月
７
日
に
新
任
式
・
始
業
式
が
行
わ

れ
、
新
年
度
の
幕
開
け
の
日
と
な
り
ま
し

た
。
新
任
式
で
は
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
９

名
の
先
生
方
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
任
の
先
生
を
代
表
し
て
、
那
須
教
頭
先

生
が
新
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
学
年
も
一
つ
上
が
っ
た
新
体
制
で
気

持
ち
も
新
た
に
今
年
度
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

第
71
回
入
学
式

　

４
月
９
日
に
平
成
28
年
度
第
71
回
入
学

式
が
行
わ
れ
、
81
名
の
新
入
生
が
入
学
し

ま
し
た
。
期
待
や
不
安
を
抱
く
初
々
し
い

表
情
と
は
裏
腹
に
、
福
島
高
校
生
と
し
て

の
自
覚
や
意
欲
を
感
じ
ら
れ
る
良
い
式
典

に
な
り
ま
し
た
。

　

同
月
、
18
日
に
は
新
入
生
へ
の
部
活
動

紹
介
、
20
日
に
は
２
泊
３
日
の
宿
泊
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
活
動
紹
介
で
は
、

福
島
高
校
の
運
動
部
・
文
化
部
計
18
の
部

活
動
が
日
頃
の
部
活
内
容
の
説
明
や
実
演

を
し
ま
し
た
。
ま
た
宿
泊
研
修
で
は
集
団

行
動
を
通
し
て
、
友
達
と
の
信
頼
関
係
や

社
会
性
を
学
び
ま
し
た
。
い
ち
早
く
、
新

入
生
と
の
親
睦
を
深
め
、
よ
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
福
島
高
校
で
学
校
生
活
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

歓
迎
遠
足

　

４
月
28
日
に
新
入
生
・
新
任
の
先
生
方

の
歓
迎
遠
足
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
異
学
年

混
合
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
、

北
方
地
区
の
多
目
的
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

普
段
歩
く
こ
と
の
な
い
道
を
歩
く
こ
と
で

地
域
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
改
め

て
地
元
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
多
目
的
公
園
で
は
、
新
任
の
先

生
紹
介
や
陣
取
り
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、

曇
天
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
異
学
年
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
島
高
校
一
丸
で
頑
張
り
ま
す
！

　

今
後
は
、
生
徒
会
選
挙
や
高
校
総
体
、

樹
祭
な
ど
の
行
事
が
あ
り
、
長
期
的
に
は

就
職
試
験
や
大
学
受
験
が
あ
り
ま
す
。
悔

い
の
残
ら
な
い
よ
う
、
そ
の
場
そ
の
場
で

最
善
を
尽
く
し
て
い
き
、
自
分
の
進
路
実

現
へ
向
け
福
島
高
校
生
一
丸
と
な
り
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

81
人
の
新
入
生
を
迎
え
て
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

福島高校３年
生徒会長

増
ます

田
だ

 成
なり

宏
ひろ

さん

わたしが
レポートします。

宿泊学習

遠足



知
[Pension]

本図書館

交流員レポート

第10代国際交流員
ジョンの

日本体験記
This month's expression今月の表現

串間市立
[Book]

◆◇◆ 今月の新刊 PICK UP ◆◇◆

●串間市立図書館☎ 72－1177 ●開館＝午前10時〜午後６時●休館日＝毎週月曜日 http://www.kushima-lib.jp/
≪各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中≫

移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

イベント情報

６月からさわやか学級で移動
図

書館を開催します。それぞれ
の会場

に本や雑誌をお持ち
して貸し出しを行

いますので、さわや
か学級に参加され

る方はぜひご利用く
ださい！

育
[Health]

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

　

い
つ
の
間
に
か
日
中
は
汗
ば
む
よ

う
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
ね
。
皆
さ

ん
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
い
か

が
で
し
た
か
？
僕
は
３
泊
４
日
で
種

子
島
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
し
た
が
、
観
光
客

が
ほ
と
ん
ど
居
な
か
っ
た
の
で
ゆ 

っ
く
り
の
ん
び
り
し
ま
し
た
。
そ
の

間
、
種
子
島
の
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
見

学
を
し
た
り
、
海
水
浴
し
た
り
、
お

い
し
い
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
り
し

ま
し
た
。
種
子
島
に
行
っ
た
こ
と
が

な
く
、
特
に
大
自
然
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
な
ら
ぜ
ひ
お
勧
め
し
ま
す
。

　

串
間
に
帰
っ
た
翌
日
に
は
朝
早
く

高
千
穂
峡
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
高

千
穂
峡
に
着
い
て
か
ら
、
ボ
ー
ト
に

乗
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
写
真
よ
り

景
色
は
き
れ
い
で
し
た
。
真
っ
青
な

空
の
日
だ
っ
た
の
で
往
復
運
転
し
て

い
る
最
中
も
景
色
が
き
れ
い
で
し
た
。

帰
る
前
に
宮
崎
県
で
人
気
の
オ
グ
ラ

本
店
で
元
祖
チ
キ
ン
南
蛮
を
や
っ
と

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
っ

ぱ
り
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
、
都
井
岬
に
行
き
ま
し
た
。

春
は
岬
馬
の
繁
殖
期
の
季
節
な
の
で

子
馬
の
観
察
が
で
き
て
本
当
に
か
わ

い
か
っ
た
で
す
。
連
休
だ
っ
た
の
で

観
光
客
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
景
色

は
最
高
だ
っ
た
の
で
い
つ
か
春
に
ま

た
都
井
岬
に
来
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
際
交
流
員
と
し
て
今
ま
で
い
ろ

い
ろ
経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
分

の
日
本
滞
在
日
記
を
書
い
た
ら
北
海

道
の
函
館
か
ら
鹿
児
島
の
種
子
島
ま

で
い
ろ
い
ろ
書
け
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
日
記
の
内
容
が
さ
ら
に
増
え
る

よ
う
、
日
本
に
あ
る
面
白
く
て
き
れ

い
な
所
へ
も
っ
と
観
光
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

マングローブカヤック！

休み
Vacay

パリで休みを過ごしました！
I had my vacay in Paris!
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年
金

基
礎
年
金
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
加

入
し
、
基
礎
年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）

を
支
給
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や

が
て
必
ず
訪
れ
る
老
後
の
生
活
の
糧
と
し

て
年
金
収
入
は
大
切
で
す
。

＊
老
齢
基
礎
年
金

　

65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保

険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期

間
が
最
低
25
年
間
（
３
０
０
月
）
あ
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

○�

20
～
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
（
４

８
０
月
）
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め
た

方
は
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○�

会
社
員
や
公
務
員
だ
っ
た
方
に
は
、
老

齢
厚
生
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

＊
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
に
病
気
や
け
が

で
重
い
障
が
い
が
残
り
、
働
け
な
く
な
っ

た
時
や
、
20
歳
前
の
事
故
な
ど
で
障
が
い

者
に
な
っ
た
時
に
障
が
い
の
程
度
に
よ
り

支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

18
歳
未
満
の
子
（
障
が
い
の
あ
る
子
は

20
歳
未
満
）
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
が

あ
り
ま
す
。

＊
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
資
格
の
あ
る
人
が
死
亡
し
た
時

は
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
18
歳
未
満
の
子
（
障
が
い
者
は
20

歳
未
満
）
の
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
子
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

※�

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
障
が
い
や
死
亡
と
い�

っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の
公
的
年

金
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期
間

で
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は

死
亡
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月

ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な

い
こ
と
が
必
要
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金

事
務
所
☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

今
月
の
テ
ー
マ
展
示

虹のふもと（堂場 瞬一）
赤い刻印（長岡 弘樹）
荒仏師運慶（梓澤 要）
敗者烈伝（伊東 潤著）
亀と観覧車（樋口 有介）
決戦！川中島（冲方 丁）
残照 アリスの国の墓誌（辻 真先）
自首 検事・沢木正夫 ５（小杉 健治）
スイム！スイム！スイム！（五十嵐 貴久）

涼やかに静かに殺せ（森村 誠一）
大岩壁（笹本 稜地）
罪の終わり（東山 彰良）
マルセイユ・ルーレット（本城 雅人）
マル暴総監（今野 敏）
少年たちの戦場（那須 正幹）
旅立ちの季節（デビット・ゾペティ）
主夫のトモロー（朱川 湊人）
オイレ夫人の深夜画廊（斉藤 洋）

　「ブッブ？ いってきまーす」 ちっ
ちゃなトラックのレッドくんとグリー
ンくんが、パンダ博士に荷物を届ける
ために出発！ うまく運べるかな？読
み聞かせにぴったりの絵本。

　今年は選挙権年齢が18歳以上に引
き下げられて初めての選挙が、８月に
はリオデジャネイロ・オリンピックが
開催されます。それぞれ大きな話題と
なるイベントです。事前に情報を集め
てより深く楽しもう！

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　
選
挙
特
集
」

「
求
愛
」

　
瀬
戸
内 

寂
聴
／
著

「�

ち
っ
ち
ゃ
な
ト
ラ
ッ
ク

レ
ッ
ド
く
ん
と

　
グ
リ
ー
ン
く
ん
」

　
み
や
に
し 

た
つ
や
／
作
絵

大病からよみがえり、数え年 95歳を
迎えた著者。波瀾の人生を歩み、執筆
に執念を燃やし続けてたどり着いたさ
まざまな「愛」のかたちをつづる 30
篇を収録する。『すばる』掲載を単行
本化。

子
ど
も
の

歯
を
守
る

乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。
乳

幼
児
を
対
象
に
し
た
フ
ッ
素
塗
布
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
６
月
15
日
（
水
）

＊
午
後
１
時
～
１
時
半

●�

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

『
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
』

●�

そ
の
他
＝
開
催
の
案
内
は
個
別
に
通
知

は
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る
よ
う
に

フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
０
５
）

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

　

４
月
13
日
に
行
わ
れ
た
３
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す
。

古ふ
る

屋や

敷し
き 

龍り
ゅ
う

人と
く
ん

◎
天
神

堀ほ
り

口ぐ
ち 

優ゆ

莉り

子こ
ち
ゃ
ん

◎
西
郡
元

河か
わ

野の 

ひ
ま
り
ち
ゃ
ん

◎
寺
里

橋は
し

口ぐ
ち  

凛り
ん

ち
ゃ
ん

◎
上
小
路

大だ
い

宮ぐ
う

司じ  

岳が
く

く
ん

◎
西
小
路
２
区

黒つ
づ
ら葛

原ば
ら  

陽ひ
な
たく

ん

◎
泉
町

山や
ま

下し
た 

楓ふ
う

真ま

く
ん

◎
寺
里

竹た
け

中な
か 

羚れ

心ん

く
ん

◎
寺
里

武た
け

田だ 

龍り
ゅ
う

空く

く
ん

◎
西
小
路
１
区

吉よ
し

田だ 

颯そ
う

志し

く
ん

◎
西
小
路
１
区

川か
わ

野の 

叶の

愛あ

ち
ゃ
ん

◎
桂
原

江え

藤と
う 

彰し
ょ
う

悟ご

く
ん

◎
上
井
牟
田

清せ
い

野の 

莉り

瑚こ

ち
ゃ
ん

◎
上
中
園

龍り
ゅ
う

相そ
う 

虹な
な

見み

ち
ゃ
ん

◎
桂
原

黒く
ろ

岩い
わ 

美み

心こ

ち
ゃ
ん

◎
上
小
路

河か
わ

野の 

莉り

愛あ

萊ら
ち
ゃ
ん

◎
本
町
１
丁
目

永な
が

野の 

紗さ

彩や

ち
ゃ
ん

◎
東

堀ほ
り

口ぐ
ち 

芹せ
り

愛あ

ち
ゃ
ん

◎
泉
町

大お
お

迫さ
こ 

小さ

夏な

ち
ゃ
ん

◎
上
小
路

河か
わ

野の 

瑠る

璃り

ち
ゃ
ん

◎
小
路



今月の
テーマ

お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

を
除
き
、
梱
包
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

ポ
リ
マ
ル
チ
、
ポ
リ
ダ
ク
ト
、

タ
イ
ベ
ッ
ク
類
は
３
カ
所
結
束

す
る
。

・�

農
薬
ポ
リ
容
器
は
水
洗
い
し
、

フ
タ
を
外
す
。
ラ
ベ
ル
を
は
が

し
透
明
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
。

・�

堆
肥
、
肥
料
袋
は
丸
め
て
透
明

の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
る
。

・�

水
稲
育
苗
箱
は
10
枚
一
組
で
縛

る
。

●�

注
意
事
項

・�

雨
天
時
は
、
漏
れ
な
い
よ
う
に

搬
入
す
る
こ
と

・�

廃
ビ
ニ
ー
ル
を
混
入
し
な
い
こ

と
・
当
日
は
検
査
立
ち
会
い
を
実
施

・
規
定
外
の
持
ち
込
み
は
返
品

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
は
ま
ゆ
う
地

区
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
適

正
処
理
対
策
推
進
協
議
会
事
務

局
☎
23

－

５
０
９
４

成
人
式
実
行
委
員
を 

募
集
し
ま
す

　

串
間
市
で
は
、
平
成
29
年
成
人

式
の
企
画
、
運
営
を
行
っ
て
い
た

だ
く
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
。
自
分

た
ち
の
手
で
成
人
式
を
作
り
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
？
す
て
き
な
思
い

出
を
み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

●�

成
人
式
日
程

　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

●�

応
募
資
格
＝
新
成
人
（
平
成
８

年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方
）

●�

募
集
期
間
＝
６
月
１
日
（
水
）

～
８
月
31
日
（
水
）

●�

内
容
＝
実
行
委
員
会
に
よ
り
、

成
人
式
の
企
画
・
運
営
（
当
日

の
受
付
・
司
会
な
ど
）
を
行
い

ま
す
。

●�

募
集
人
数
＝
10
名
程
度

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
☎
内
線
３
７
９

税
務
職
員
採
用
試
験 

受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
６
月
20
日
（
月
）

か
ら
開
始
し
ま
す
の
で
、
受
験
資

格
等
お
よ
び
受
験
申
込
の
詳
細
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
試
験
概

要
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
受
付
期
間
お
よ
び

申
込
先
は
、
申
込
方
法
お
よ
び
希

望
す
る
第
１
次
試
験
地
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

①�

人
事
院
九
州
事
務
局
☎
０
９
２

－

４
３
１

－

７
７
３
３

②�

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
☎
０
９
６

－

３
５
４

－

６
１
７
１

③
日
南
税
務
署
☎
22

－
３
６
７
１

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く 

免
許
試
験
の
ご
案
内

　

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
免

許
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

試
験
日
＝
８
月
７
日
（
日
）

●�

場
所
＝
宮
崎
大
学
農
学
部

●�

実
施
試
験
の
種
類

①
第
一
種
衛
生
管
理
者

②
第
二
種
衛
生
管
理
者

③�

ク
レ
ー
ン
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

（
ク
レ
ー
ン
限
定
）

④
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

⑤
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

⑥
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

⑦
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

⑧
潜
水
士

⑨
発
破
技
士

⑩
林
業
架
線
作
業
主
任
者

●�

受
付
期
間
＝
６
月
７
日
（
火
）

～
６
月
24
日
（
金
）（
土
・
日

曜
を
除
く
）

●�

受
験
申
込
先

・�

①
～
⑦
＝
（
公
社
）
宮
崎
労
働

基
準
協
会

　

☎
０
９
８
５

－

25

－

１
８
５
３

・�

⑧
⑨
＝
建
設
業
労
働
災
害
防
止

協
会
宮
崎
県
支
部

　

☎
０
９
８
５

－

20

－

８
６
１
０

・�

⑩
＝
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働

災
害
防
止
協
会
宮
崎
県
支
部

　

☎
０
９
８
５

－

24

－

７
９
３
０

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
申
込
先
の
各

団
体
、（
公
財
）
九
州
安
全
衛

生
技
術
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
４
２

－

43

－

３
３
８
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
疲
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す

る
悩
み
、
認
知
症
に
関
す
る
問
題

な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
６
月
23
日
（
木
）
午
後

２
時
～
４
時

●�

場
所
＝
日
南
保
健
所
相
談
室

●�

相
談
方
法
＝
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
（
ご
家
族
や
支
援
者
か

ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

※��

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

費
用
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
相
談
日
前
日
の
午

前
中
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

保
健
所
健
康
づ
く
り
課
☎
23

－

３
１
４
１

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
７
月
10
日
（
日
）

※��

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※��

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
６
月
27
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
地
下
Ｃ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
６
月
20
日
（
月
）

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
３

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

不法投棄は法律で禁止されています

自
動
車
運
転
免
許 

高
齢
者
講
習
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
か
ら
鹿
児
島
県
志
布

志
市
に
あ
る
次
の
自
動
車
学
校
で

も
自
動
車
運
転
免
許
の
高
齢
者
講

習
と
講
習
予
備
検
査
（
認
知
機
能

検
査
）
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

・
志
布
志
自
動
車
学
校

　

☎
０
９
９
４

－

72

－

１
３
２
５

・
シ
ブ
シ
昭
和
自
動
車
学
校

　

☎
０
９
９
４

－

72

－

０
３
７
０

　

高
齢
者
講
習（
講
習
予
備
検
査
）

通
知
書
が
届
い
た
方
で
、
現
在
も

受
講
申
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
こ
れ
ら
の
自
動
車
学
校
に
高

齢
者
講
習
と
講
習
予
備
検
査
の
受

講
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
習
と
特
定

任
意
高
齢
者
講
習
（
簡
易
）
に
つ

い
て
は
、
両
校
で
は
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
講

す
る
際
は
、
更
新
期
間
満
了
日
に

お
け
る
年
齢
に
よ
っ
て
、
次
に
挙

げ
る
額
の
宮
崎
県
収
入
証
紙
を
あ

ら
か
じ
め
ご
自
分
で
購
入
し
て
準

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●�

収
入
証
紙
額

▽
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

　

５
，６
０
０
円
（
講
習
手
数
料
）

▽
75
歳
以
上
の
方

　

�
５
，
８
５
０
円
（
講
習
手
数
料

と
認
知
機
能
検
査
受
検
料
）

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
日
南

自
動
車
学
校
（
☎
０
９
８
７

－

27

－

１
５
０
０
）
で
も
高
齢
者
講
習

と
講
習
予
備
検
査
（
認
知
機
能
検

査
）
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
警
察�

本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
講
習

係
☎
０
９
８
５

－

28

－

１
３
１�

６
中
小
企
業
労
働
相
談
所
を 

設
置
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た

め
、
中
小
企
業
労
働
相
談
所
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
電
話
相
談
ま
た
は
面

接
相
談
に
よ
り
承
り
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
い
た
し
ま

す
。
事
業
主
か
ら
の
相
談
も
歓
迎

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●�

日
時
＝
平
日
の
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

●�

相
談
内
容
＝
解
雇
や
賃
金
の
引

き
下
げ
な
ど
労
働
問
題
に
関
す

る
相
談

●�

対
象
者
＝
労
働
者
、
労
働
組
合
、

事
業
主
な
ど

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
県
税
・�

総
務
事
務
所
総
務
商
工
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
８
７

－

22

－

２ 

７�

１ 

４

身
体
障
害
者
補
助
犬
の 

給
付
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
身
体
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、

身
体
障
害
者
補
助
犬
を
給
付
し
て

い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
と
は
、
盲

導
犬
、
介
助
犬
、
聴
導
犬
の
三
種

の
犬
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●�

給
付
を
受
け
る
こ
と
が�

で
き
る
方

①�

県
内
に
お
お
む
ね
１
年
以
上
居

住
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
次
の

い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
方

・�

視
覚
障
が
い
１
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方

・�

肢
体
不
自
由
１
、２
級
の
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

方
・�

聴
覚
障
が
い
２
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
方

②�

所
定
の
訓
練
を
受
け
、
身
体
障

害
者
補
助
犬
を
適
切
に
利
用
し
、

飼
育
で
き
る
方

③�

身
体
障
害
者
補
助
犬
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
就
労
な
ど
社
会

活
動
へ
の
参
加
に
効
果
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
＝
７
月
29
日
（
金
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
障
が

い
福
祉
課
☎
０
９
８
５

－

32

－

４
４
６
８

台
風
時
の
停
電
に 

備
え
ま
し
ょ
う

●�

停
電
へ
の
備
え

・�

強
風
で
飛
ば
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
も
の
は
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ

か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

・�

普
段
か
ら
分
電
盤
の
位
置
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●�
災
害
が
起
き
た
ら

・�
切
れ
た
電
線
は
感
電
の
恐
れ
が

あ
り
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に

触
ら
ず
九
州
電
力
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

・�

傷
つ
い
た
り
、
水
に
浸
か
っ
た

電
気
器
具
、
コ
ー
ド
は
漏
電
や

火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
必

ず
電
気
店
な
ど
で
点
検
く
だ
さ

い
。

●�

台
風
時
の
停
電
情
報
を�

チ
ェ
ッ
ク

　

台
風
に
よ
る
停
電
時
に
は
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
台
風
時
の
停
電
情

報
は
九
州
電
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
で
き
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
九
州
電
力
日

南
営
業
所
☎
23

－

３
２
２
４

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

集
荷
実
施
の
お
知
ら
せ（
市
木
）

●�

対
象
地
区
＝
市
木
地
区

●�

日
時
＝
６
月
22
日
（
水
）
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
半
～

午
後
４
時

●�

集
積
場
所
＝
市
木
農
業
倉
庫
前

●�

費
用
＝
27
円
／
㎏
（
消
費
税

込
）。
当
日
現
金
で
徴
収
。

※��

デ
ポ
ジ
ッ
ト
参
加
農
家
に
つ
い

て
は
、
出
荷
券
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
（
Ｊ
Ａ
購
入
者
、
た

ば
こ
耕
作
者
の
出
荷
券
に
つ
い

て
は
各
事
業
所
に
て
管
理
し
て

い
ま
す
）。

●�

排
出
方
法
＝
乾
燥
さ
せ
、
異
物

募
　
集
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じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

　４月に「第10回都城盆地剣道大会」が開催
され、串間市から６チームが参加しました。
　一般男子の部において串間支部Ａが見事
優勝し、他にも３チームがベスト８という成
績を収めました。

都
城
盆
地
剣
道
大
会
で

優
勝
し
ま
し
た

春の叙勲（４名） 受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　
平
成
2８
年
春
の
叙
勲
等
に
お
い
て
、
串
間
市
か
ら
５
名
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　35年という長きにわたって、勤務
ができたというのは、これまで携わっ
てきた関係者や上司、同僚などいろ
いろな人とのつながりのもとに多く
の協力があったからこそ。感謝いた
します。この章に恥じないようこれ
からも精進していきます。

昭和48年に航空自衛隊
に入隊以来、35年の長
きにわたり、土木施設
業務に従事し、国民安
全と国土防衛に尽力した。

受章者のコメント

瑞宝単光章（防衛功労）

　　　 堀
ほり

口
ぐち

　晃
こう

春
はる
さん

第26回危険業務従事者叙勲（１名）

　「One for all, all for one」の精
神でいくつもの荒波をくぐり抜けてき
ました。対立しても最後はノーサイド
でやってきたのが続けられた理由だ
と思います。受章できたのも市民の
協力があり、内助の功があったからこ
そと感謝し、これからも市民に対する
協力は惜しまない覚悟であります。

　山下元市長や職員の皆さんの協力
があったから受章できました。みん
なの代表として受けたいと思います。
そしてここまで来られたのも健康管
理をしてくれた妻のおかげと感謝し、
これからも残された人生をこの章に
恥じないよう生きていきたいです。

　宮崎南部特定郵便局長会をはじめ職
員の皆さん、地域の皆さん、そして家族
の支えもあり受章できました。私の家系
は代々都井地区の郵便局長をしていたこ
ともあり、私で４代目でした。元々郵便
局長というのは地域に根差した活動をし
ているということもあるので、これからも
地域と共に歩んでいこうと思います。

　漁連からの推薦や系統団体からの
協力、普段の生活で家族の協力も
あり受章できました。知らせを聞い
たときは実感が湧かなかったのです
が、皇居で天皇陛下に拝謁して事の
重大さに気づきました。そろそろ引
退かと思っていましたが、もうひと
頑張りしようと思います。

昭和34年から31年間、串間
市に奉職して市の発展に貢献。
平成７年から市議を連続４期
16年、平成15年からは４年間
議長を務めた。平成24～26
年に副市長。

昭和33年から平成５年まで
串間市職員として総務課長
などの要職を歴任。同年か
ら平成12年まで助役を務め、
経済振興、観光開発整備構
想などを推進した。

昭和43年、東京の晴海郵便
局に入局。渋谷郵便局、関東
郵政監察局を経て同54年から
都井郵便局長。他に特定郵便
局局長会宮崎南部地区会会長、
宮崎南部特推連会長も務めた。

平成５年に串間市東漁協理事、
平成19年には代表理事組合長
に就任。組合員の生活向上と
組合の経営基盤改善に大きく
貢献した。県漁協連合会代表
幹事などにも就任。

受章者のコメント

受章者のコメント

受章者のコメント

受章者のコメント

旭日双光章（地方自治功労）
　　　 森

もり
　 光

みつ
昭
あき
さん

瑞宝双光章（地方自治功労）

　　　 松
まつ

本
もと

　松
まつ

文
ふみ
さん

瑞宝双光章（郵政事業功労）
　　　 田

た
中
なか

　由
よし

博
ひろ
さん

旭日単光章（水産業振興功労）
　　　 近

こん
藤
どう

 　守
まもる
さん

健
康
の
秘
訣

●
リ
ナ
マ
マ
さ
ん

　

広
報
く
し
ま
４
月
号
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ

Ｌ
２
０
１
６
が
届
き
ま
し
た
。
健

康
マ
メ
ち
し
き
。
健
康
の
た
め
に

取
り
組
む
こ
と
は
？

　

毎
日
イ
ケ
メ
ン
の
ネ
コ
ち
ゃ
ん

と
散
歩
す
る
こ
と
、
減
塩
を
心
掛

け
、
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
本
を
読
ん

だ
り
、
は
が
き
で
お
便
り
を
書
く

の
も
癒
し
に
な
っ
て
い
て
、
二
人

で
大
笑
い
し
ま
す
。
人
生
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

『
明
る
く
』『
楽
し
く
』『
元
気
よ

く
』

　

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
私
が
い

つ
も
座
る
壁
に
大
き
く
書
い
て
、

今
日
か
ら
何
回
も
読
み
ま
す
。

　
『
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
』

と
い
う
一
文
に
健
康
の
秘
訣
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。
自
分
も
見
習
お
う

と
思
い
ま
す
。

机
や
イ
ス
を
作
り
ま
し
た

●
千
種
保
育
園

　

先
月
、
建
設
業
組
合
の
若
手
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
し
入

れ
が
あ
り
、
年
長
児
17
名
で
保
育

所
で
使
う
机
や
イ
ス
を
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
指
導
の
下
、
一
緒
に

手
作
り
を
し
ま
し
た
。

　

道
具
に
慣
れ
な
い
子
ど
も
た
ち

は
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
し
た
が
、

お
兄
さ
ん
た
ち
の
丁
寧
な
指
導
で

立
派
な
も
の
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
写
真
を
見
ま
し
た
が
と
て
も
本

格
的
な
イ
ス
で
す
ね
。
木
材
の
木

目
が
一
つ
ひ
と
つ
違
う
の
で
、
同

じ
よ
う
で
違
う
の
が
魅
力
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
手
作
り

と
い
う
こ
と
で
園
児
の
皆
さ
ん
も

愛
着
が
湧
く
と
思
う
の
で
、
長
く

使
わ
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
湯
出
田
誠
さ
ん

　

話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ひ

と
り
暮
ら
し
の
相
手
を
し
て
い
ま

す
。
毎
月
１
回
か
ら
２
回
、
１
時

間
ほ
ど
で
す
。
現
在
93
歳
と
87
歳

の
老
人
が
相
手
で
す
。
93
歳
の
人

は
認
知
症
に
は
程
遠
く
、
一
カ
月

前
の
訪
問
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
物
知
り
で
す
。「
縄

切
れ
の
余
り
と
女
の
余
り
は
な

い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な

長
さ
の
縄
で
も
用
途
が
あ
る
よ
う

に
、
女
性
に
も
適
当
な
配
偶
者
が

い
る
と
の
意
味
で
、
大
隅
町
の
こ

と
わ
ざ
と
あ
り
ま
し
た
。

　

話
し
を
聞
い
て
や
る
の
で
は
な

く
、
教
え
て
も
ら
う
と
の
思
い
で

訪
問
し
て
い
ま
す
。
串
間
に
伝
わ

る
古
い
話
を
ま
と
め
よ
う
と
思
い

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
に
向
け
た

思
い
。
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
大

隅
町
の
こ
と
わ
ざ
は
初
め
て
聞
き

ま
し
た
。
今
だ
と
ち
ょ
っ
と
際
ど

い
表
現
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
と

て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
串
間

に
伝
わ
る
話
も
気
に
な
り
ま
す
。

夫
な
し
で
も 

後
家
さ
ん
い
き
い
き

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

人
生
で
大
切
な
も
の
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
健
康

や
命
で
あ
ろ
う
。

　
『
人
生
で
大
切
な
も
の
を
３
つ

挙
げ
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
あ
っ
た
。
男
性
の
１
位
は

『
妻
』
で
、
２
位
３
位
は
バ
ラ
バ

ラ
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
女
性
は
、

１
位
『
子
ど
も
』、
２
位
『
友
達
』、

３
位
『
お
金
』
だ
っ
た
。
３
位
内

に
『
夫
』
は
入
ら
な
か
っ
た
。
男

性
軽
視
？
無
情
の
感
あ
り
。
加
齢

に
よ
っ
て
奥
さ
ん
の
気
持
ち
も
変

化
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

男
は
不
器
用
で
融
通
が
利
か
ず
、

自
立
心
に
欠
け
て
い
る
。
だ
か
ら

奥
さ
ん
が
何
よ
り
の
頼
り
。
奥
さ

ん
に
死
な
れ
た
男
性
は
、
苦
労
も

多
く
老
い
が
早
ま
り
先
が
短
い
。

そ
れ
に
対
し
て
女
は
、
夫
に
先
立

た
れ
て
も
一
時
の
悲
し
み
か
ら
や

が
て
立
ち
直
り
、
愛
嬌
を
振
り
撒

き
環
境
や
境
遇
に
順
応
し
て
い
く
。

強
く
逞
し
く
生
き
て
い
て
、
し
た

た
か
な
の
だ
。

『
お
と
こ
鰥
夫
に
な
り
た
く
な
い

よ
』

『
あ
わ
よ
く
ば
妻
よ
り
一
足
先
に

逝
き
た
い
…
』

　
哀
愁
漂
う
投
稿
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
男
性
側
は『
妻
』
を

１
位
に
挙
げ
て
い
る
事
が
、
無
情

感
を
押
し
上
げ
て
い
る
原
因
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
結
局

『
夫
』
は
何
位
だ
っ
た
の
か
が
気

に
な
り
ま
し
た
。
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市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
串
間
を

訪
れ
た
。
宮
日
の
支
局
長
と
し
て
、

３
年
過
ご
し
た
串
間
は
「
第
二
の
故

郷
」。
大
束
の
広
大
な
甘
藷
畑
を
１

カ
月
ぶ
り
に
見
て
、
一
抹
の
寂
し
さ

が
こ
み
上
げ
た
。

　

知
人
の
家
を
訪
ね
る
と
、
仲
間
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。

「
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
来
た
ね
。
食

べ
て
行
っ
て
」。串
間
は
温
か
い
人
が

多
い
。
牛
、
豚
、
鶏
肉
、
野
菜
を
頬

張
っ
た
。
イ
ノ
シ
シ
肉
、
当
日
朝
に

磯
で
採
っ
た
と
い
う
天
然
カ
キ
も
焼

か
れ
て
い
た
こ
と
に
、
串
間
ら
し
さ

を
感
じ
た
。
シ
シ
肉
は
歯
ご
た
え
が

あ
り
、
カ
キ
は
潮
の
香
り
が
最
高
だ

っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
２
カ
月
、

宮
崎
市
の
自
宅
で
一
度
も
刺
し
身
を

食
べ
て
い
な
い
。
ス
ー
パ
ー
で
見
か

け
て
も
、
お
い
し
そ
う
に
見
え
な
い
。

串
間
で
は
魚
介
類
だ
け
で
は
な
く
、

旬
の
果
物
や
野
菜
、
山
菜
を
口
に
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
値
段
ば
か
り

で
選
ん
で
い
た
食
べ
物
を
見
る
目
が

肥
え
た
と
実
感
。
串
間
で
生
活
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
る
。

　

多
く
の
人
に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
た
。
都
井
岬
、

市
木
の
火
祭
り
は
勇
壮
で
、
広
野
の

も
ぐ
ら
も
ち
は
に
ぎ
や
か
。
ず
っ
と

継
承
し
て
い
き
た
い
伝
統
行
事
が
た

く
さ
ん
あ
っ
た
。

　

市
民
団
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
も
印

象
に
残
る
。
J
R
串
間
駅
横
の
路
面

電
車
活
用
、
木
代
の
み
か
ん
山
整
備
、

鈴
嶽
の
そ
う
め
ん
流
し
、
本
城
の
ひ

な
ま
つ
り
、
毎
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会
・
・
・
。
残
念
な
の
は
、
か

か
わ
っ
て
い
な
い
市
民
の
「
あ
ん
な

こ
と
し
て
、
何
に
な
っ
と
か
」
と
批

判
の
声
が
上
が
る
こ
と
。
み
ん
な
故

郷
の
活
性
化
を
模
索
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
動
し
て
い
る
。
応
援
す

る
心
を
持
ち
、
意
見
が
あ
れ
ば
市
民

団
体
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

　

自
然
豊
か
で
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り

流
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
串
間

は
前
向
き
な
「
改
革
」
が
少
な
い
気

が
す
る
。
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
各
種

会
議
は
形
式
的
な
も
の
が
多
く
、
実

に
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
を
持
っ
た
。

市
民
秋
祭
り
な
ど
３
大
祭
り
は
毎
年

同
じ
構
成
で
、
変
化
が
ほ
し
い
。
ま

た
、
他
に
類
を
見
な
い
観
光
地
で
あ

る
都
井
岬
、
幸
島
を
含
め
、
あ
ら
ゆ

る
発
信
力
が
弱
い
。
せ
っ
か
く
の
自

然
、
観
光
資
源
、
イ
ベ
ン
ト
が
も
っ

た
い
な
い
。
各
リ
ー
ダ
ー
が
や
る
気

を
出
し
、
足
を
引
っ
張
る
「
外
野
」

が
な
け
れ
ば
「
改
革
」
は
で
き
る
は

ず
。
ふ
る
さ
と
納
税
、
移
住
支
援
な

ど
で
分
か
る
よ
う
に
自
治
体
間
の

「
生
き
残
り
競
争
」
が
激
し
く
な
っ

て
い
る
。
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
大

胆
な
政
策
、
ア
イ
デ
ア
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
。

　

小
学
２
年
の
長
男
は
「
漁
師
に
な

り
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
串
間
で

の
釣
り
、
定
置
網
、
磯
遊
び
体
験
、

魚
の
お
い
し
さ
が
彼
の
胸
に
刻
ま
れ

た
。
優
し
い
人
が
多
く
、
串
間
に
い

い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
、
夢
も
芽

生
え
た
と
思
う
。
長
男
の
よ
う
に
自

然
と
食
、
人
に
恵
ま
れ
た
串
間
に
魅

力
を
感
じ
る
人
は
多
い
は
ず
だ
。
現

状
維
持
で
い
い
と
い
う
「
て
げ
て
げ

感
」
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
よ
り
よ

い
未
来
を
創
造
し
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
家
族
と
も
ど
も
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
感
謝

ば
か
り
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
串
間
の
発

展
を
願
っ
て
い
ま
す
。
自
分
も
貢
献

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

随  

想

「
豊
か
な
串
間
に
感
謝
、

　
心
か
ら
発
展
願
う
」

なかの ゆうじ（37歳）
都城市出身。2002年
宮崎日日新聞社入社。
レイアウトする整理
部、運動部を経て串
間支局へ。現在、整
理部で夕方出社、夜
12時ごろまで勤務。

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,550人（前月比 -11人）
　男 8,647人　女  9,903人
　世帯数  7,914世帯（平成28年５月１日現在）
＊平成27年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　今回の特集で紹介した神戸タマさんが、宮崎県で初めて開設した保
育所であるりんぽかん保育園。場所を変えて、建て替えられたりしな
がら現在に至ります。同
保育園では、約30人の
子どもたちが毎日のびの
びと元気いっぱいに過ご
しています。これからの
時代を担う子どもたちの
健やかな成長を、きっと
タマさんも天国から見
守っていることでしょう。

りんぽかん保育園の皆さん

ホタルの撮影に初挑戦。本城の山奥
に４日連続で宮日の支局長と一緒に
撮影へ。これがなかなか難しい。カ
メラの腕のなさを痛感しました。た
だ、ヒメボタルが乱舞し、光る様子
は神秘的で感動もの。串間のすばら
しさをまた一つ確認できました（イ）

春の叙勲受章者の方に話を伺いまし
た。皆さんそれぞれ経歴などは違う
のですが、共通していたのは自分だ
けの章じゃないという言葉。周りの
人に対する感謝の気持ちでした。人
は一人では生きていけない。忘れが�
ちですが、大切にしたいです（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1008/2016. ６）

仕事でもプライベートでもよく通った都井岬。
四季折々の風景、さまざまな表情を見せる岬馬に癒された。
串間市民をはじめ、もっと多くの人に魅力を知ってほしいと思う。

中
野
　
裕
二
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ビアガーデン好評開催中
●宮崎牛炭火焼肉食べ放題＆飲み放題
　料金＝4,000円（前売り3,500円） 
　１名様からでもＯＫ！
　送迎無料です。

串間温泉いこいの里カラオケ大会
　日時＝６月16日（木）午前11時～午後２時
　場所＝いこいの里　大広間
　料金＝2,500円（温泉・お食事・カラオケ・ワンドリンク）

カフェアーリオで 
べっぴんカレー始めました
　地元産の素材と米、たまねぎ、にんじん、ジャガイモを
中心にじっくりと煮込んだルー、それに「宮崎牛」「美咲豚」
をトッピング！ぜひ食してみてください。

指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�６月の休館日は15日（水）です

TEL 0987-75-2000
文化財専門員と歩く 
　『都井岬あじさいロードと 
　　　　　　　春駒ウォッチング』
　この時期、何と言っても都井岬の「あじさいロード」
と「春駒」ですね。皆さんは、もう春駒と会いましたか？
　文化財保護専門員の解説を聞きながら一緒に歩きませ
んか？普段、聞けない貴重なお話が聞けますよ♪
●開催日＝６月12日（日）（小雨決行）
●時間＝午前９時半～午後12時半（集合は午前９時）
●講師＝串間市文化財専門員　秋田優さん
●参加費＝大人（高校生以上）	 800円
　　　　　小・中学生	 500円
※�都井岬ビジターセンター入館料・野生馬保護協力金・

イベント保険・おにぎり２個が参加費に含まれていま
す。

※水分は各自でご持参ください。
●参加対象＝小学生以上
●受付締切＝６月９日（木）午後５時
●�コース（約６㎞）
 �ビジターセンター ⇒ 小松ヶ丘広場（小休憩）⇒
 小松ヶ丘（春駒ウォッチング）⇒ ビジターセンター

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546
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